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百面

枇
合
識
の
農
民
獲
得
担
勘

第
二
十
五
巷

一O
九
O

一

封印
プミ

観

最

見
地
ど
で
あ
っ
て
、

一
以
大
農
主
義
的
な
見
地
か
ら
し
て
農
業
枇
曾
化
を
必
要
正
見
る
も
の
で
あ
り
、
他
は
小
農

主
義
の
立
場
か
ら
小
農
業
己
小
農
民
正
の
維
持
せ
ら
る
ぺ
き
を
信
守
る
見
地
で
ゐ
る
o

農
民
に
謝
す
る
枇
曾
鎮
の

態
度
に
つ
い
γ

て
考
ふ
る
に
蛍
つ
て
は
、
先
づ
大
陸
に
於
り
る
雨
者
の
見
解
の
相
遣
を
明
か
に
せ
な
り
れ
ば
芯
ら
な

L、
。

(イ)

大
農
制
支
持
振
の
見
地

一
方
の
翻
る
所
に
よ
れ
ば
、
経
臨
例
議
化
の
根
本
原
則
は
、
工
業
に
劃
し
て
も
農
業
に
劃
し

τも
大
憾
に
於
て
は

同
一
で
あ
る
。
そ

Lτ
無
産
階
級
は
都
曾
に
於
り
る
正
岡
伐
に
農
村
に
於

τも
亦
指
導
的
な
カ
で
ゐ
h
叉
組
織
的

な
力
で
あ
る
。
人
も
知
る
が
如
〈
工
業
方
面
に
在
つ

τは
、
大
規
模
生
産
Z
集
中
統
一
ご
の
進
化
法
則
の
行
は
れ

て
居
る
こ
正
は
、
最
も
旧
制
若
な
こ
ご
で
あ
っ
て
、
然
か
も
二
の
工
業
大
俊
民
の
事
寅
ご
工
業
上
に
於
り
る
集
中
の

大
傾
向
ご
は
資
本
主
義
の
崎
徴
を
匁
す
も
の
で
ゐ
る
。
然
る
に
工
業
方
面
に
表
は
れ
る
こ
の
現
象
は
農
業
方
面
に

於
て
も
亦
同
様
に
之
を
窺
ム
こ
正
が
出
来
る
。
そ
れ
は
勿
論
前
者
に
於
り
る
は
ど
著
切
で
は
な
い
が
、
併
し
憶
に

大
鶴
岡
一
様
に
表
現
す
る
。
郎
も
生
産
カ
ご
経
憐
闘
係
正
の
皿
官
民
、
換
言
す
れ
ば
経
済
生
活

ω軍
一
性
は
、
農
業

方
面
仁
在
て
も
亦
大
規
模
生
産
を
し
て
小
規
模
生
産
を
厩
倒
せ
し
む
る
じ
至
ら
し
め
る
。
完
成
せ
ら
れ
た
る
機
械

日叩~-，，，~ ，>-

は
原
始
的
な
る
帥
労
働
を
腿
倒
し
、
商
品
交
易
は
自
然
経
済
に
取
っ
て
代
る
も

ω
で
あ
る
。

¥v. P. Miljutin， Sozialismus und LandwirLsch乱n，lIamburg 1920， S. S 

fg. 
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古
き
枇
曾
主
義
者
は
多
〈
は
大
規
模
生
産
の
優
越
を
信
じ
た
o

ア
リ
エ

1
吋

E
岡山司

や
オ
ク
品
ン

。
垣
内
戸

如
き
ユ
ー
ト
ピ
ア

y
、
Y
シ
ア

yλ
ト
も
農
業
に
於
り
る
大
規
模
生
産
吉
岡
民
経
済
の
軍
一
性
芭
農
工
業
の
結
合

言
に
閲
す
る
見
地
を
支
持
し
た
。

ア
凶
ノ
エ

l
は
仰
別
的
な
る
自
家
農
業
組
織
は
農
民
が
極
力
合
理
的
な
る
新
施
設

に
反
抗
す
る
朕
勢
を
馴
致
す
る
も
の
に

Z
L
た
。
降
っ
て
y

f
、
プ
ラ
y

H
h
O
己
ω
回】
ω
ロ
の
や
カ
ペ

l

n
任
命
廿
の
如

き
も
農
業
に
於
り
る
大
規
模
生
産
り
優
越
を
信
じ
た
の
で
あ
る
。

併
し
農
業
経
済
に
於
り
る
進
化
り
理
法
を
一
般
経
機
界
の
進
化

ω理
法
の
下
に
理
論
的
に
完
成
し
た
の
は
や
は

h

T

U

F

ク
ス
主
義
者
で
あ
る
。
そ
の
根
本
見
地
は
大
腿
次

ω
ゃ
う
で
あ
る
。

農
業
に
於

τも
亦
共
の
所
有

ω集
中
の
行
は
れ
又
大
規
模
生
産

ω俊
民
す
る
は
遊
〈
ぺ
か
ら

F
る
所
で
、
小
規

模
生
産
は
農
業
に
於
て
も
工
業
に
於
け
る
ご
同
線
に
織
か
に
従
脇
的
な
地
位
を
占
む
る
に
過
ぎ
や
資
本
制
的
大
生

産

ω下
風
じ
立
つ
外
は
な
い
。
土
地
の
小
所
有
制
は
枇
曾
的
に
し
て
生
産
的
な
る
帥
労
働
カ
正
一
耽
曾
的
な
る
帥
労
働
形

式
己
資
本
の
枇
曾
的
な
る
集
中
ご
の
進
化
に
楓
到
し
て
之
が
』
雨
立
し
得
な
い
も
の
で
、
然
か
も
倫
は
大
規
模
な
る
牧

蓄
や
科
卒
の
十
分
な
る
利
用
ご
も
雨
立
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
農
業
の
近
代
的
肱
盟
国
牌
は
大
規
模
生
産
の

震
に
科
卒
古
技
術
ご
の
十
分
な
る
助
カ
を
拠
へ
、
大
規
模
生
産
合
し
て
種
々
の
関
係
に
於
て
優
越
の
地
位
台
占
め

し
む
る
に
至
っ
た
。

次
に
商
品
の
交
易
、
金
融
関
係
等

ω
方
面
に
就
い
v
て
見
る
も
、
資
本
制
的
な
藤
田
棋
は
、
農
業
仁
も
愈
』
商
的
な

五荷

第
二
十
匹
韓

部

蹴

(コ
ブL

議

此
合
織
の
農
民
鈍
叫
甘
誕
湖

の

円6‘， .ー



論

世
骨
誕
の
農
民
的
制
得
誕
動

議

第
二
十
五
番

O 
7九

第
六
観

四

要
素
己
の
健
樹
を
見
る
に
至
ら
し
め
る
。
帥
も
近
時
の
賞
状
に
於

τは
、
中
規
模

ω自
作
農
民
経
済
で
す
ら
、
市

場
関
係
に
従
溺
す
る
所
多
大
で
ゐ
る
か
ら
、
市
場
ご
交
易
ご
商
品
生
産
ご
の
胸
係
が
盆
々
重
要
な
る
役
目
を
働
〈

ニ
正
を
無
胡
す
る
や
う
な
議
論
は
競
っ
て
居
る
己
主
張
せ
ら

μ
る
。
商
品
交
易
ご
商
業
ご
が
段
々
農
業
内
に
喰
入

っ

τ行
〈
・
』
ご
は
農
業
内
分
化
を
惹
一
言
起
し
そ
の
分
化
は
段
々
に
進
ん
で
行
〈
も
の
で
ゐ
る
。

そ
し

τ克
仁
之
ef
農
村
山
り
住
民
に
就
い
て
見
れ
ば
、
進
化
の
法
則
は
農
村
住
民
を
し
て
階
級
的
に
↓
分
裂
す
る
を

品
帥
儀
な
か
ら
し
め
、
農
村
プ
ロ

V

タ
η
ノア

1
l
正
中
康
的
な
る
自
作
農
民
正
農
村
グ
て
ジ
ヨ
ア
ジ

1
正
の
分
離
を

生
母

L
め
る
O

そ
し
て
農
村
に
於

τも
亦
階
級
戦
争
は
を
の
あ
ら
ゆ
る
結
果
己
相
伴
っ
て
品
目
現
す
る
こ
正
、
な
ら

t
t
る
を
得
な
い
。

か
C
て
農
村
に
在
っ
て
も
枇
曾
的
な
る
鱒
援
は
兎
れ

g
る
印
刷
正
な
h
、
封
跡
地
内
遺
物
即
も
地
方

賞
族
的
な
所
有
制
は
撲
滅
せ
も
れ
、
農
業

ω
地
盤

ω
上
仁
於
け
る
新
形
式
は
化
成
せ
ら
れ
、
農
村
無
産
者
ご
宇
無

産
者
ご
の
組
織
は
行
は
札
る
o

農
村
に
於

τは
事
怖
の
進
化
が
誕
れ
て
は
居
る
が
、

ぞ
れ
で
も
結
局
は
工
業
的
経
過
せ
る
正
問
じ
道
を
辿
っ
て

進
A
m
、
同
一
段

ω
絡
川
市
じ
到
治
す
ゐ
も
山
で
め
る
。
却
も
枇
品
目
革
命
に
際

L
τ
μ
、
無
虎
階
級
山
間
判
裁
が
都
市
に

於一
1
h農
村
に
於

τも
同
一
段
仁
組
制
的
仁

L
て
叉
促
進
的
な
力
を
形
成
す
る
も
の
で
め
る
。

右
ω
7
u
w
p
z
p主
義
者
り
見
地
は
一
般
的
に
は
?

F

F

ス
M
A

エ
ン
ダ
U

F

Z

に
依
て
一
不
吾
れ
た
も
の
で
ゐ
る
二
百

は
言
ふ
迄
わ
な
い
が
、
四
】

h
H
b農
村
U
A
農
業
に
つ
い
て
特
に
明
確
に
言
衣
は
し
た
の
は
カ
ク
ッ
キ
ー
内

E
z
qで

K. Marx， Das Kapital， L Hd. S. 444 fg. (Volksausgabe) 拙稿「マル

クスの農業組曲翻J(本誌郁二十四番第点観)霊長臨

K. Kau(sky， Die Agrarfrage， Stllttgart 1899: ditto， Die Sozialisierung der 
Landwirtschaft. llerlin 19'9歩鮒
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あ
る
。そ

の
見
地
よ
b
す
れ
ば
、
資
本
的

ιる
大
規
模
生
産
の
座
倒
的
な
優
秀
力
に
封
し

τ小
農
民
制
を
維
持
せ
ん
こ

E
U
到
底
思
な
き
断
で
ゐ
る
。
か
る
が
故
に
古
き
枇
曾
主
義
者
等
は
、
刑
曾
主
義
が
質
勢
力
ざ
し

τ天
下
を
支
配

す
る
に
至
る
以
前
に
於
工
自
作
的
小
農
民
凶
大
部
分
は

Mm
に
波
落
し

t
消
滅
に
蹄

L
、
共
所
有
地
は
大
所
有
者
の

手
中
に
粂
併
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
農
業
生
産
は
大
部
分
阪
に
大
規
模
経
倍
者
内
手
仁
集
中
さ
れ

τ行
は

れ
る
こ
ご
に
な
っ
て
居
る
で
あ
ら
う
。
古
れ
ば
枇
曾
主
義
正
し
℃
は
、

たい
V

大
地
主
の
手
中
に
集
め
ら
れ
た
品
所

蹴

量監

一
肱
合
棋
の
農
民
即
位
符
誕
働

第
二
十
五
絵

一0
1
三

第
六
都

玉

有
地
を
図
有
に
化
L
、
共
経
倍
す
る
農
業
を
も
取
上
げ
て
こ
れ
を
共
同
的
な
耕
作
経
営
に
移
す
花
け
の
任
務
を
有

す
る
に
池
宮
ぬ
で
ゐ
ら
う
ご
信
じ
た
o

新
〈
信
す
る
が
故
与
』
の
源

ω枇
曾
主
義
者

ω多
〈
の
者
以
自
作
的
な
る
小
農
地
を
ば
其
の
所
有
者
の
手
中
か

ι波
牧
す
る
こ
正
は
枇
曾
主
義

ω
任
務
に
属
す
る
も
の
ご
は
見
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
枇
曾
主
義
が
手
を
下
す
迄

も
な
〈
、
批
曾
主
義
が
政
治
の
質
椎
を
握
る
以
前
に
於
て
自
作
農
地
の
大
部
分
は
大
地
主
に
依
て
鎗
併
せ
ら
れ
、

自
作
農
民
の
大
部
分
は
飯
仁
拘
低
落
し
て
し
ま
う
筈
な
れ
ば
.
枇
曾
主
義
ご
し
て
は
た

v
新
〈
集
め
ら
れ
た
る
大
農

所
有
地
を
国
有
化
す
る
た
り
の
ニ
子
宮
筋
せ
ば
よ
レ
正
考
へ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
枇
曾
主
義
が
質
継
を
握
る
牒

に
於
て
も
備
は
残
存
す
る
自
作
小
農
民
あ
り
ご
せ
ば
、
彼
等
に
濁
し
て
は
枇
曾
主
義
は
其
小
所
有
地
を
波
枕
す
Z

必
要
も

nf叉
波
放
し
て
も
な
ら
凶
芭
考
へ
た
。

エ
ン
グ
ル
旦
の
言
ふ
所
仁
よ
る
も
、
代
償
を
梯
ム
E
抽
酬
は
ざ
る

'""..，，' 
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論

護

錨
ニ
十
方
程

第
士
醜

一O
丸
四

融
合
掠
め
農
民
盤
符
揮
翻

正
に
鳳
別
な
〈
、

小
農
民

ω所
有
地
を
様
カ
で
剥
奪
せ
う
な
ど
、
考
へ
て
は
な
ら
旧
制
。
此
紡
は
大
農
所
有
地
に
謝

す
る
芭
大

ν
に
異
る
o

小
所
有
農
民
に
謝
す
る
祉
曾
主
一
義
の
任
務
は
先
づ
彼
等

ω所
有
地
E
自
作
経
佳
子
伊

合
的
な
共
同
利
用
E
共
同
経
笹
正
に
移
さ
し
め
る
こ
正
に
存
す
る
。
然
か
も
そ
れ
は
力
で
強
制
的
仁
行
は
し
め
る

の
で
は
な
〈
、
資
例
を
一
不
し
叉
枇
曾
的
な
る
援
助
を
奥
へ
毛
ニ
正
に
依
て
、
誘
致
す
る
の
で
な
(
て
は
な
ら
詞
正

せ
ら
れ
て
居
る
。

カ
タ
ツ
キ
!
の
言
ム
腕
に
よ
る
も
亦
枇
曾
主
義
が
向
作
農
民
を
共
所
布
地
か
ら
駆
遂
す
る
な
H

と
い
ふ
こ
ピ
は
ゐ

k

リ
得
な
い
一
』
ご
だ
正
せ
ら
れ
る
o

そ
ん
な
唱
で
E
は
狂
気
に
近
い
γ

こ
正
で
、
反
謝
訴
の
嵐
山
且
一
体
に
過
ぎ
な
い
o
異
面

目
な
枇
曾
主
義
者
に
し
て
自
作
農
民

ω所
有
地
を
波
牧
せ
な
け
れ
ば
な
ら
凶
な
ど
考
へ
て
見
た
も
の
も
無
レ
ピ
言

つ

τ居
る
。

一
』
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、

こ
の
一
一
淑
の
批
曾
主
義
者
の
見
る
所
は
、
之
を
要
約
す
れ
ば
、

たい

r
rヲ
レ
ふ
こ
ど

に
な
る
o
郎
も
工
業
に
於
り
る
正
同
様
に
農
業
に
於
て
も
亦
大
規
模
生
産
が
小
規
模
生
産
仁
優
h
こ
れ
に
打
勝
つ

こ
E
は
如
何
Z
も
す
べ
か
ら
百
る
不
可
避
り
こ
ξ

で
あ
る
。
そ
し

τ枇
曾
主
義
が
質
権
eT
握
る
以
前
に
早
〈
も
資

本
制
経
済
の
内
部
に
於
て
資
本
主
義
的
な
る
大
生
産
が
自
作
的
小
農
業
の
犠
牲
に
於
て
増
加
し
て
行
き
慌
が
つ

τ

行
〈
で
あ
ら
う
o
そ
し
て
枇
曾
主
義
正
し

τは
質
確
を
得
た
る
後
に
、
残
存
す
る
自
作
的
小
農
民
弘
こ
れ
を
導
V
て

漸
究
枇
合
主
義
化
す
る
に
は
努
め
ね
ば
な
ら
肉
が
、

そ
の
所
有
地
を
取
上
げ
て
之
を
抑
潰
す
必
要
も
な
り
れ
ば
意

Fr. Engeles， Die 1弘前lern仕age in Trankreich unci Deut5chland (Die 

Nel1e Zeit， XIII. 1 T. s. 301) 
K. Kalltsky. Die Agrarfrage S. 442f.; do. Am Tage nach der s.ozi alen 

Re....olu1ion， Berlin 1902;. II. S. 33 
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思
も
な
い
古
い
ム
-
』
E
之
で
あ
る
。

こ
の
一
ほ
の
封
農
業
及
掛
農
民
見
地
は
、
大
館
に
於
て
龍
一
似
の
見
地
主
し
て
知
ら
れ
て
居
る
所
で
る
る
。
然
る

に
こ
の
一
源
的
見
地
に
封
し
て
全
然
異
れ
る
立
場
全
示
し
て
居
る
枇
曾
主
義
者
の
他
の
一
一
阪
は
、
小
農
民
主
義
を

掲
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
勿
論
現
時
の
資
本
主
義
正
は
相
容
れ
な
い
も
り
だ
が
、
生
売
手
段
の
所
有
に
閥

Lτ
は
そ
の
私
宥
制
を
認
め
自
作
的
小
農
地
的
所
有

ω基
礎
的
上
に
小
農
業
の
維
持
を
岡
ら
ん
芭
す
る
も
の
で
ゐ

る
O

こ
の
見
地
は
栂
々
の
人
々
に
依
て
稲
々
の
機
曾
に
会
に
せ
ら
れ
、

か
な
b
早
〈
か
ら
上
掃
の
見
地
仁
劃
す
る

反
謝
勢
力
ご
し
て
表
は
れ

τ居
た
が
、
}
氾
時
特
に
戦
後
の
政
治
期
仁
山
富
っ
て
侍
摘
し
た
削
酬
が
あ
る
。

、‘h
，Jロ，，，、、

小
農
制
支
持
抵
の
見
地

第
二
一
概
の
見
る
所
に
よ
れ
ば
、
農
業
及
農
村
閥
係
に
於
け
る
進
化
の
拡
態
は
、
工
業
方
面
に
於
け
る
進
化
ご
は

全
然
異
れ
る
も
の
で
あ
る
o

工
業
に
於
け
る
ご
は
反
封
に
農
業
に
於
け
る
進
化
は
小
規
模
生
産
を
基
礎
正
す
る
も

の
に
ご
せ
ら
れ
る
。

英
閣
の
チ
ャ
ー
チ
旦
ト
も
飯
仁
小
農
壬
義
的
見
地
に
立
っ
て
居
た
が
・
仰
蘭
商
り
プ
ケ
l
ド
ン
及
其
一
一
献
も
亦

小
農
主
義
を
支
持
す
る
所
が
あ
っ
た
。
併
し
最
も
熱
心
に
此
り
見
地
を
主
張
し
た
も
の
は
十
九
世
紀
の
末
葉
に
表

は
れ
た
る
小
市
民
的
枇
曾
ド
仁
義
者
若
(
は
改
良
的
枇
曾
主
義
者
ご
い
は
れ
る
人
々
で
あ
る
o

そ
の
一
波
を
代
表
す

論

龍一

第
二
十
五
巻

批
令
部
白
農
民
猫
相
揺
醐

一O
九
五

第
六
掛

-!; 
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論

現

枇
骨
棋
の
農
民
獲
得
運
動

第
一
一
十
五
巻

一O
九
六

第
六
貌

人

る
最
も
著
明
な
る
も
の
正
し
て
は
ダ
グ
イ
ッ
ド
を
奉
げ
ね
ば
な
ら
向
。
彼
は
小
規
模
農
業
の
長
所
を
ば
生
産
山
立

場
よ
h
説
明
L
、
小
規
模
農
業
は
集
約
的
な
る
土
地
刺
周
に
閲

Lτ
は
最
も
合
理
的
な
る
生
産
に
劃
す
る
最
も
都

合
よ
き
前
提
を
鋳
す
も
の
に
己
主
張
し
た
。
そ
し
て
此
減
の
見
地
は
枇
曾
に
於
り
る
中
間
階
級
た
る
小
市
民
階
放

の
小
市
民
的
所
有
利
盆
を
代
表
し
代
言
す
る
も
の
ピ
ご
せ
ら
れ
て
居
る
。
近
時
じ
於
て
は
露
西
亜
の
チ
ヤ
ヤ
ノ
ア

の
如
き
に
依
て
持
さ
れ
て
居
る
所
的
自
家
的
小
農
経
済
に
閲
す
る
議
論
な
ど
も
、
此
仮
の
一
一
分
岐
を
錦
す
も
の
ピ

見
ら
れ
、

そ
の
議
論
は
自
作
農
民
階
絞
り
閥
に
於
り
る
異
剣
な
傾
向
を
反
映
す
る
も
の
た
る
を
失
は
な
い
。
ぞ
の

立
場
は
貨
に
農
村
康
業
組
合
運
動
山
支
柱
を
錯
す
次
第
ど
あ
る
。

此
据
酬
の
議
論

ω出
俊
附
聞
を
須
す
も
の
は
側
々
の
小
山
属
的
経
梼
で
ゐ
っ
て
.
そ
れ
は
農
業
的
進
化
に
謝
す
る
好
良

の
地
盤
を
銭
す
も
の
ど
信
廿

ιれ
て
居
る
。
そ
し
て
農
民
産
業
組
合
は
仰
心
の
農
民
経
済
に
針
L
て
技
術
ご
生
産

物
の
組
織
的
な
る
版
貞
正
、
信
用
授
受
ご
に
闘
す
る
あ
ら
ゆ
る
利
便
を
奥
ム
る
可
能
性
金
具
備
せ
る
も
の
ご
せ
ら

れ
る
。

チ
ャ
ヤ
ノ
ヌ
の
言
ふ
所
に
よ
れ
ば
、
小
農
民
経
憐
は
露
西
亜
勝
家
の
経
済
的
秩
序
の
基
礎
ピ
せ
ら
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
が
、
然
し
そ
れ
は
そ
の
本
質
上
従
来
の
資
本
制
的
に
組
織
せ
ら
れ
た
る
経
済
ど
は
異
れ
る
も
の
E
せ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

農
業

ω目
的
は
個
々
の
農
民
経
済
山
潟
に
最
大
の
牧
盆
を
蹄
す
こ
ご
に
布
る
。

こ
の
基
礎
の
上
仁
此
一
振
の
艦
済
政
策
は
築
か
れ
る
の
で
あ
っ

τ、
そ
の
経
掛
政
策
は
小
所
有
者
の
利
害
を
ば

E. David. Sozialismus und Landwirtschaft. Berlin 1903，ー捌摘「農業と

恥官主義J(中央公論第四六四副所載}参Rff
Al. Tschajanow， Die Lehre von der bauerlichen Wirtschaft (Versllch 
einer Th~nrje .der Familienwjrtschaft im Landball. BerIin 192，3 
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一
般
的
な
る
経
済
過
程
か
ら
解
き
放
も
こ
れ
を
濁
立
の
も

ω
zし
て
表
現
せ
し
め
ん
己
す
る
こ
ご
仁
裳
任
務
を
限

定
す
る
限
h
に
於

τは
、
市
民
的
な
る
経
済
秩
序

ω時
内
に
於

τ色
、
叉
枇
品
目
ま
義
的
な
る
秩
序
山
埠
内
に
於

τ

も
共
仁
事
情
に
趨
九
百
す
る
こ
ご
の
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
り
や
う
に
小
所
有
者
の
存
庇
し
て
居
る
時
に
賞
つ

て
の
政
策
E
し
て
質
地
施
設
ょ
に
於
け
る
此
振
り
主
張
の
強
味
は
或
程
度
ま
で
瓜
質
に
滋
に
存
す
る
次
第
で
ゐ

る
。
然
し
図
民
経
済
の
単
一
一
性
に
芭
か
、
農
業
正
工
業
正
の
融
合

r
tか
、
叫
労
働
の
枇
曾
的
な
る
大
量
的
組
織
に

z
r
い
ふ
ζ

ピ
に
な
れ
ば
、
此
滅
的
主
張
は
一
向
縁
故
な
き
も
の
で
ゐ
る
。

ご
に
か
〈
先
に
漣
べ
た
る
所
詞
醤
振
り
枇
曾
主
義
者
の
主
張
に
謝

L
て
、
此
派

ω主
張
の
異
る
故
h
重
要
な
る

動
は
、
小
自
作
農
地
に
釣
L
て
は
、

そ
の
所
有
機
を
認
め
、

そ
の
私
有
制
を
維
持
し

τ、
そ
の
上
に
行
は
れ
る
小

規
模
農
業
を
も
維
持
せ
ん
ど
す
る
ば
か
り
で
な
〈
、
寧
ゐ
ζ

れ
を
以
て
農
業
組
械
の
基
礎
ご
せ
ん
正
す
る
所
に
存

す
る
。
蓋
し
ヲ
ぞ
れ
は
農
業
に
於
げ
る
大
規
模
経
営
E
小
規
模
経
鋒
ご
の
優
劣
に
闘
す
る
意
見

ω
根
本
的
相
違
か
ら

生
す
る
所
た
る
に
外
な
ら
な
い
二
そ
し

τ此
駄
に
閲
し
て
は
近
時
一
般
に
新
娠
の
一
耽
曾
主
義
的
見
地
己
認
め
ら
れ

τ居
る
も
り
は
‘
皆
例
れ
も
小
鹿
主
義
支
持
の
立
場
に
在
る
こ
ご
に
於

τ其
軌
を
一
に
し
て
居
る
。

所
繭
新
一
似
の
一
枇
食
主
義
的
見
地
よ
b
す
れ
ば
、
向
作
農
民
は
資
本
制
の
締
隣
枇
曾
に
於

τす
ら
も
大
農
綴
替
か

ι師
陣
倒
せ
ら
れ
は
し
な
レ
。
き
れ
い
ば
奮
以
凶
枇
曾
主
義
者
叫
珠
州
刑
事
る
所
正
は
問
問
。
、
枇
曾
主
義
が
天
下
を
取
る

時
期
に
至
っ
て
も
、
耕
地
や
牧
場

ω大
部
分
は
依
然
正
し
て
小
農
地
所
有
者

ω手
中
に
存
す
る
で
ゐ
ら
う
。
そ
し

円いトぬ ー

批
曾
説
山
農
民
漉
特
担
勘

範
二
十
五
経

蹄

強

一O
丸
七

第
六
回
肺

丸

Otto Bauer. Sozialdemokratische Agrarpo1itil之. Wien 1926. S. 176お.9) 

'. .ず'



論

議

融
合
識
の
農
民
獲
得
連
副

第
二
十
五
容

一O
九
八

第
六
説

u 

て
一
肱
曾
主
義
は
大
工
業
ご
鎖
業
ご
大
農
地
ご
大
商
業
ご
銀
行
正
の
如
き
は
・
』
れ
を
枇
曾
化
し
能
ふ
し
又
枇
曾
化
せ

ね
ば
な
ら
必
が
、
自
己

ω所
有
地
的
上
に
自
ら
経
憐
を
倍
む
数
百
高
山
り
小
農
地
所
有
者
の
所
有
地
仁
手
を
つ
り
や

う
ご
す
る
も
の
で
は
な
い
。
一
刑
曾
主
義
は
た
い
阪
に
資
木
制
的
畿
財
此
が
大
資
本
去
正
大
地
主
己
の
手
中
に
集
中
せ

し
め
た
る
生
産
手
段
を
凶
み
徴
牧
L
こ
れ
を
枇
曾

ω公
省
に
移
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
自
作
的
小
農
は
封
建
時
代

に
於

τも
存
在
し
、
ま
た
資
本
制
批
曾
に
於
て
も
よ
(
作
品
存
花
を
保
も
得
冗
や
う
に
、
↓
枇
曾
主
義
経
済
の
下
に
於

て
も
共
存
在
を
持
続
す

J

べ
き
で
あ
る
。

自
作
的
農
業
は
・

そ
札
自
身
ご
し
て
は
資
本
制
的
な
生
産
形
式

t
も
な
り
れ
ば
、
又
枇
曾
主
義
的
な
生
産
形
式

で
も
な
い
。
然
る
に
も
拘
ら
十
そ
れ
は
資
本
制
批
曾
に
於
て
も
座
倒
せ
ら
れ
る
一
』
正
が
な
か
っ
た
。
立
川
J
ぞ
れ
は

資
本
制
枇
耐
闘
の
環
境
に
適
合
せ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
い
己
同
様
に
そ
れ
は
又
枇
曾
主
義
的
肱
曾
に
於

τ

も
む
滅
す
る
こ
正
は
な
い
切
が
、

た
hv
一
耽
曾
主
義
的
な
る
環
境
に
謝
し

τは
泊
合
を
闘
ら
な
け
れ
ば
な
ら
品
。

資
本
主
義
は
嘗
初
一
七
八
九
年
や
一
八
四
八
年

ω
や
う
な
市
民
的
な
革
命
に
依
つ

τ所
有
機
波
枕
の
働
を
柏
崎
し

土
地
大
所
有
者
が
ら
槌
々
の
特
棋
を
剥
奪
し
た
が
、
此
山
町
革
命
的
な
波
放
に
次
「
に
平
和
的
な
る
組
織
の
行
は
れ

る
幾
十
年
を
以
て

L
・
共
期
間
に
於
工
小
農
民
は
徐
々
に
新
た
な
る
環
境
に
迎
合
す
る
こ
ご
が
出
来
た
。
卸
も
自

る
ニ
ご
に
依
て
資
本
制

ω
経
済
環
境
に
よ

f
迎
合
す
る
こ
ご
が
出
来
た

ω
で
ゐ
品
。

司
、
れ
正
金
〈
同
じ
ゃ
う
に
枇

給
経
済
h
r
r
H
商
品
生
産
の
経
燐
に
移
ム
リ
、
自
然
経
済
か
ら
貨
併
経
済
に
移
h
J
得
た
。
自
己
の
経
済
を
制
女
改
超
す

可号響、f'. ， 



曾
主
義
経
済
に
於
け
る
小
農
民
の
遁
合
作
用
も
行
は
れ
る
で
ゐ
ら
う
。
枇
曾
主
義
質
現
り
暁
仁
は
や
は
り
所
有
権

拘
は
牧
の
こ
己
が
行
は
れ
る
に
ら
う
が
、
そ
れ
は
た
い

V

阪
越
の
や
う
に
大
所
有
に
限
ら
れ
た
こ
正
で
ゐ
る
o

そ
し

τ

共
革
命
期
に
弐
い
で
表
は
れ
る
も
の
は
又
幾
十
年
の
卒
和
な
建
設
の
時
期
で
ゐ
ら
ね
ば
な
ら
れ
刷
。
其
聞
に
在
う
て

小
自
作
農
民
は
必
宇
や
よ
〈
新
環
境
仁
池
合
す
べ
き
で
あ
る
。

彼
等
は
先
づ
大
所
街
地
の
困
布
化
せ
ら
れ
る
ζ

正
に

4
つ

τ現
在

ω資
本
的
な
る
搾
恥
伊
ら
解
放
廿
ら
れ
る
。

そ
し

τ大
工
業
正
大
商
業
己
が
枇
曾
化
せ
ら
れ
る
ζ

ご
に
な

μ
ば
.

ぞ
れ
ご
共
に
小
農
民

ω枇
品
目
的
妙
働
所
得
に

岨
到
す
る
割
前
は
、
現
在
の
や
う
に
カ
の
支
配
関
係
に
依
て
支
配
せ
ら
れ
る
こ
ど
な
〈
、
枇
曾
の
手
に
依
っ
て
意
識

的
に
調
制
せ
ら
れ
る
こ
正
に
な
る
o

此

ω道
に
於

τは
貨
に
農
業
は
枇
曾
化
せ
ら
れ
る
ニ
だ
に
な
る
の
ピ
が
、
そ

れ
は
決
し
て
小
農
地

ω波
牧
に
依
て
録
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。

新

t
て
農
民
は
枇
曾
主
義
制
の
下
仁
於
て
も
・
北
(
の
獅
立
な
る
自
家
庭
菜
を
特
誠
す
る
を
得
る
の

rが
、
然
か

も
刑
曾
主
義
は
資
本
主
義
の
晶
画
利
一
瓢
張
ち
な
業
務
方
針
に
代
へ
る
に
、
品
肌
曾
的
業
同
奉
仕
の
精
榊
を
以
て
す
る

か
ら
、
産
業
組
合
運
動
の
如
き
は
大
い
に
促
進
せ
ら
れ
る
ニ
正
に
な
る
。

そ
し

τ産
業
組
合
が
俊
返
す
る
こ
芭
に

な
れ
ば
農
民
は
そ
の
凶
結
の
下
に
於
て
大
規
模
生
産
に
仲
ム
技
術
上
古
経
皆
上
己
の
利
便
を
十
分
に
享
受
す
る
こ

ご
を
得
る
己
同
時
に
、
科
卒
の
進
歩
に
作
ム
幾
多
り
恩
恵
に
も
十
分
に
治
す
る
を
得
る
次
第
で
‘
恥
曾
主
義
は
此

事
の
銭
的
に
十
分
な
る
注
意
正
努
力
記
を
帥
酬
は
ん
ピ
す
る
も
の
で
あ
る
。

論

叢

民
骨
誕
の
農
民
独
特
誕
瑚

第
二
十
五
巻

宮再
プ主

観

一O
九
九
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戸川一耐ゐ戸市川叫白山m 川山

前

議

枇
官
誕
の
農
民
槌
得
運
動

都
二
十
五
魯

O 
o 

第

観

要
す
る
に
斯
〈
の
如
き
が
沓
汲

ω見
解
己
主
張
ご
に
劃
す
る
新
涙
の
見
解
E
主
張
正
で
あ
る
。
何
れ
を
督
一
概
正

い
ひ
何
れ
を
新
仮
ご
レ
ム
ペ
き
か
に
つ
い
ー
は
、
多
〈
拘
泥
す
る
必
要
が
な
い
ー
が
、
兎
に
角
枇
曾
主
義
者
の
聞
に

農
業
に
謝
す
る
見
地
芭
農
民
特
に
小
自
作
農
民
じ
謝
す
る
見
解
芭
に
、
新
〈
の
如
き
相
容
れ

F
る
相
遣
の
存
す
る

こ
ど
は
、
見
遁
し

τな
ら
旧
刷
所
で
め
る
。
此

ω爾
見
地
を
臓
底
に
置
き
乍
ち
以
下
先
づ
少
し
〈
、
獅
遡
裳
他
の
一
枇

曾
民
主
蕪
の
艶
農
業
策
ざ
農
民
獲
得
運
動
ご
に
つ
い
て
、
質
地
の
経
過
を
観
察
し
て
み
?
フ
。

一一
岡
際
労
働
協
曾
の
農
政
見
地

て
英調
書記 遁
涯に
が於
勤り
し、る

て nil:
叫曾

主
義
者
CI) 

賞
際
蓮
勤
fl 

一
八
四
八
年
の
革
命
仁
依

τ刺
戟
さ
れ
て
よ
b
労
働
運
動
E
し

一
八
六
三
年
ラ
サ
1
ル

同

.0Ha口
百
品
ピ
ω
印刷口。

に
依

τ質
際
運
動
の
目
鼻
が
つ
け
ら
れ

る
仁
至
づ
た
。
併
し
ヨ
サ

1
声
明
広
其
後
椴
者
た
る
U

ユ
7
4
V
ア

1
』
・
国

-
g目

的

。

F
Z山田町
に
依

τ潟
さ
れ
た

運
動
は
純
粋
な
帥
労
働
運
動
で
ゐ
つ

τ、
そ
れ
は
一
枇
曾
主
義
的
で
は
め
っ
た
り
れ
Y
」も、

マ
む
F
h
y
Z
+
去
輔
の
立
場
に

操
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し

τ英
運
動
に
於
工
は
何
等
農
業
に
闘
す
る
問
題
が
取
扱
は
れ
る
一

-
Z
は
な
か

っ
た
。

フ
サ

l
w
等
に
は
農
民
を
以
て
其
蓮
動
を
共
に
す
べ
き
同
行
ピ
見
る
や
う
な
考
は
全
〈
な
〈
、
農
民
は
都

市
の
無
産
者
ピ
政
治
的
に
共
同
運
動
を
錦
す
に
足
る
も
の
己
は
見
ら
れ
て
居
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
表
は
れ
た
獅
泡

ω批
品
開
運
動
は
リ
ノ

1
プ
ク
干
ヒ
ト

4
4
L
F
O
E
H
W
Eロ
R
Z
I
A
ベ

1
4
w
〉
己
m
G
m
H
出
A

山
町
内
-
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に
依
て
導
か
れ
た
的
だ
が
、
之
れ
は
7

F

ク
三
土
議
仁
擦
れ
い
る
も

ωで
闘
際
労
働
協
曾
品
目
。
H
P
R自
白
民

OE-o
〉

7

F
O
町
内
同
日
目
民
主
O
ロ
は
其
迩
動

ω
本
陣
で
め
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
閥
際
労
働
協
曾
に
於

τは
農
政
問
題
仁
劃
す
る
態

度
内
明
か
に
せ
ら
れ
た
こ
ご
が
、
特
筆
に
値
す
る
所
で
、
爾
来
今
日
に
至
る
ま
で
獅
叫
喝
の
枇
曾
民
主
議
の
農
業
政

策
は
大
健
に
於
工
こ
の
凶
際
労
働
協
曾
に
依
て
定
め
ら
れ
た
る
も
の
に
外
な
ら
向
。
国
際
労
働
協
曾
は
一
八
六
四

年
に
設
立
せ
ら
れ
た
の
だ
が
w

共
同
的
は
労
働
階
級
の
解
放
を
貨
現
す
る
に
在
っ
た
o

そ
し
て
そ
の
提
示
し
た
政

策
は
第
働
政
策
で
あ
っ
て
康
〈
枇
曾
主
義
的
な
る
一
般
政
策
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
農
政
問
題
叫
如
き
は
一
克
よ
・
9

其
本
来
の
運
動
の
行
は
る
べ
き
将
外
に
存

L
、
農
村
的
住
民
は
や
は
り
其
眼
中
仁
は
な
か
っ
た
の
で
ゐ
る
。

h
ル
ヤ

事
情
の
進
化
に
件
ひ
地
問
題
じ
闘
し

τも
其
態
度
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
だ
り
山
ニ
ピ
で
あ
る
。

純
粋
な
労
働
者
問
題
に
闘
し
で
も
一
方
.
ア
ル

1
ド
ン
主
義
に
協
1
立

τ
る
仰
蘭
西
の
枇
品
目
主
義
者
ご
他
方
英
図

の
労
働
組
合
主
義
者
及
び
獅
逸
り
マ
ル
キ
ジ
ス
ト
ご
の
問
に
は
、
著
し
い
意
見
の
相
蓮
が
ゐ
っ
た
が
、
農
政
問
題

に
闘
し

τは
プ

F

1
ド
ン
主
義
者
ご

?
F
P
ス
主
義
者
ど
の
聞
に
は
最
も
明
白
な
隔
離
が
め
っ
て
、
両
者
を
連
結

す
る
・
』
ご
は
難
事
中

ω難
一
一
割
で
ゐ
っ
た
。

一
ご
皮
問
題
が
此
方
而
に
鮒
れ
る
ご
雨
者
は
到
底
手
を
携
へ
て
進
み
符

な
い
で
、
互
に
接
近
せ
ん
ご
努
む
れ
ば
努
む
る
は
い
と
盆
々
遠
〈
隔
っ
て
行
〈
結
呆
に
陥
つ
一
て

L
ま
っ
た
。

枇
品
目
議
の
図
際
協
議
舎
は
一
八
六
六
年
に
初
め
一

τぜ
ヰ
バ
に
聞
か
れ
た
が
、
農
政
問
題
が
初
め
て
雄
選
に
上
ば

百
れ
た
の
は
其
翌
年
催
さ
れ
た
る
日

1
ず
ン
且
の
協
議
曾

ω出
別
で
あ
っ
た
。
比
曾
人
口
に
於
て
白
耳
義
的
o
h
u
号
待

論

軍主

批
合
誕
白
鹿
島
被
得
運
動

第
二
十
五
魯

O 

第
六
棋

Ed. 

W 
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諭

議

批
合
識
の
農
民
刷
出
得
運
動

RL.J. 

第
二
十
五
巻

O 

弟
宍
観

3
4
0
な
る
者
土
地
の
岡
有
制
を
提
議
し
・
英
獅
り
代
表
者
等
が
之
を
支
持
し
た
。
然
る
に
仰
蘭
西

ω
.
7
U
F
1
ド

ユ
旦
ト
は
熱
心
に
之
に
反
剖
到
し
、
私
有
制
を
以
て
倒
人
自
由

ω勉
め
に
快
ぐ
べ
か
ら

F
る
脇
陣
件

er潟
す
も
の
ご
し

た
o

か
〈
て
問
題
は
決
議
せ
ら
れ
す
に
翌
年
に
持
越
す
こ
ご
に
な
っ
た
。

E

究
P

ト
プ
吋
ノ
ユ
ツ
セ

h
に
閃
か
れ
た
協
議
命
日
に
於

τは
7

て
f
v
z
l
は
遥
か
に
多
数
を
制
L
含
宮
内
h
u
o

の
提

案
は
多
数
合
以
て
採
決
せ
ら
れ
、
農
地
正
森
林
正
は
左
の
理
由
を
以
て
倒
有
正
せ
ら
る
〈
き
も
の
ご
定
め
ら
れ

t~ 
o 

一
、
生
産
上
的
要
求
ご
農
学
上
の
諸
法
則

ω泊
用
ピ
は
大
規
模
農
業
を
必
要
ピ
し
、
機
械
カ
の
使
用
ご
農
業
労

働
カ
の
組
織
子
宮
必
要
三
潟
す
が
放
に
。
そ
し

τ又
一
般
的
に
現
代
の
一
経
済
的
進
化
は
大
規
模
農
業
に
向
ふ

も
の
な
る
が
故
に

ニ
・
右
ω
理
由
に
よ
内
農
業
努
働
ぜ
農
地
所
有
ご
は
鉱
業
に
於
け
る
ピ
同
一
一
地
歩
の
上
に
泣
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

が
放
に

三
、
土
地
の
生
産
的
能
力
は
あ
ら
ゆ
る
生
産
物
の
原
料
を
供
し
、
あ
ら
ゆ
る
生
産
手
段
正
あ
ら
ゆ
る
有
用
物
の

相
酬
を
銭
す
も
り
な
る
が
放
に
。
そ
し
て
此
的
生
産
的
本
牲
は
一
克
来
労
働
に
依
・
9
透
。
出
さ
れ
た
る
も
の
な
ら

、
ざ
る
が
故
仁

此
等
の
諸
理
由
に
よ

b
協
議
曾
は
、

現
代
枇
舎
の
経
憐
的
進
化
が
土
地
を
枇
曾
の
一
公
有
に
移
し
、
土
地
は
之
を

D<l¥'icl， a. a. O. S 訂正』
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国
家
か
ら
農
業
生
産
組
合
の
手
に
小
作
に
附
す
る
こ
正
を
以

τ一
耽
曾
的
の
必
然
性
た
ら
し
む
る
も

ω
正
信
宇
る
正

決
議
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

森
林
に
つ
い
て
は

一
、
森
林
ぞ
私
人
山
所
有
に
委
か
せ
て
泣
い
て
は
其
庇
腐
を
碕
す
市
故
に

一
一
、
こ
の
荒
厳
は
水
源
り
制
理
、
己
維
持
Z
に
影
響
し
土
地

ω股
益
能
力
を
減
し
、
真
に
は
一
般

ω
保
健
蚊
践
を

危
く
し
市
民

ω生
存
を
傷
〈
る
も

ωな
る
が
故
に

協
議
曾
は
萩
林
を
以

t
枇
曾
の
乱
公
布
ご
せ

F
る
ぺ
山
ra
ら
F
る
も
の
な
る
こ
子
主
峰
明
す
る
古
せ
ら
れ
た
。

』
』
の
決
議
り
一
市
す
所
が
農
地
に
闘
し
て
は
飽
迄

7
y
p
λ

主
義
的
な
る
こ
ご
は
容
易
に
認
め
得
ら
れ
る
。
的
も

農
薬
も
亦
他

ω産
業
ご
同
様
な
る
準
化
り
道
殺
を
取

τ準
h
U

も
の
で
、
小
規
模
生
産
よ
h
大
規
模
生
産
に
向
っ
て

議
f也
す
る

も
0) 

fご
ご
し、

.k 
見
I也
カ安

司す

き
れ

な て
る 居
者間る
力支 。

共
後
一
入
六
八
年
に
至
h

向
。
の
民
一
日

ジ
ョ
ン

-
A
テ
ユ
ア

1
ト
・
ミ
戸
の
準
設
に
謝
す
る
反
謝
意

見
書
同

erH公
仁

L
た。

其
中
に
小
農
業
に
闘
す
る

一
節
が
A

司
固
ま
れ
て
居
る
が
、

そ
れ
は
粧
品
目
議
員

ω聞
に
は
大
い
な

る
勢
力
を
か
も
得
.

英
雄
久
し
き
間
猫
逸

ω枇
曾
黛
員

ω農
業
に
輔
副
す
る
見
地
は
、
之
に
依
っ
て
支
配
せ
ら
れ
た

る
観
ゐ

h
、
後
に
逃
ぷ
る
H
ノ

1
プ
ク
キ
ヒ
ト
の
文
章
ピ
共
に
、
其
意
味
に
於
て
特
筆
に
値
す
る
も
の
で
ゐ
4
0
其

の
一
節
に
依
れ
ば
農
民
階
部
帆
は
波
落
仁
瀕
せ
る
も
の
な
る
こ
古
が
論
示
せ
ら
れ
、
大
規
模
生
産
は
随
所
に
勝
利
を

論

議

融
合
棋
の
農
民
靴
符
部
助

第
二
十
五
位
官

。

第
プζ

披

五
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5描

議

枇
骨
誕
由
民
岡
山
抽
出
神
話
勤

第
二
十
五
巻

O 
[g 

第

腕

，、

占
む
。
へ
き
も

ω
芭
鬼
ら
れ
い
、
小
規
模
な
る
内
作
股
業
ー
か
現
代

ω
大
農
業
に
叫
到
し
て
有
ず
る
関
係
は
、
恰
も
背
川
り
手

で
紡
ぎ
手
機
で
織
る
仕
謝
が
現
代

ω
機
械
紡
縦
や
機
械
織
布
に
引
出
し
て
有
ず
る
関
係
さ
同
一
慌
で
ゐ
る
己
せ
ら
れ

た
。
従
て
結
論
?
し
て
け
い
、

小
規
模
な
る
白
作
農
業
は
過
去
り
農
業
仁
一
過
ぎ

5
る
は
自
明

ω-』
己
た
ら

F
L
U
を
得

な
い
わ
け
で
あ
る
。

彼
一
り
目
見
る
所
に
よ
れ
ば
、

小
規
模
な
る
獅
立
労
働
を
す
る
農
民
ご
大
規
模
な
る
資
本
的
小
作
人
ピ

ω問
に
存
す

る
本
質
的
位
相
淀
貼
は
.
前
者

ω業
務

ω目
的
は
白
鉱
山
必
要
を
充
す
銭
的
に
生
活
資
料
の
生
産
を
匁
す
に
在
る

に
反
L
τ
、
後
者
り
主
業
務
は
他
人

ω
需
要
を
充
す
こ
正
に
在
る
正
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
工
事
に
従
事
す
る
人
々

は
生
活
資
料
全
員
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
小
山
凪
民
か
ら
は
何
物
を
も
買
ふ
司
】
ご
は
出
来
な
い
に

た
い
大
規
模
な

小
作
人
か
ら
の
み
之
を
買
収
品
こ
古
が
山
由
市
る
o

古
れ
ば
結
局
小
農
経
済
は
工
業
的
国
家
正
岡
立
し
な
い
も
の
で

ゐ
る
。
然
か
も
小
農
民
は
其
の
一
指
池
に
於

τは
山
廷
に
憐
む
べ
き
も

ω
で
、
人
間
以
上
の
持
滞
多
き
勢
働
に
従
事
し

乍
ら
共
生
活
は
貨
に
人
間
以
下

ω
生
活
で
あ
る
o

新
〈
の
如
〈
見
る
所
か
ら

出
の
の
釦
止
ロ
ω

は
抗
的

J

結
論
仁
到
越
し
た
o

日
〈
集
中
せ
ら
れ
た
る
資
本
ピ
結
合
せ
ら

れ
た
る
柚
労
働
ピ
が
、
手
工
業
的
な
縦
後
に
於
り
る
分
散
せ
る
労
働
を
魅
倒
し
て
之
に
打
勝
っ
た
や
う
に
、
結
局
は

共
同
的
な
組
合
的
な
生
産
が
資
本
制
的
な
生
産
を
腿
倒
す
る
で
あ
ら
う
三
。

然
る
仁
賃
傭
労
働
者
は
阪
に
か
、
る
共
同
的
な
働
に
慣
れ
て
居
る
い
附
れ
ど
も
小
農
民
は
こ
れ
に
通
せ
な
い
。
さ

}、" 'ず



れ
ば
ミ
U
Y

の
言
ふ
や
う
に
叫
労
働
者
を
再
び
自
作
農
民
に
す
べ
き
で
は
な
〈
、
組
ぺ

τ
の
未
墾
の
土
地
正
会
有
地

言
、
総
べ
て

ω王
領
地
己
中
守
領
地
己
を
農
業
業
同
組
合
に
-
交
付
す
べ
き
で
あ
る
o

然
か
払
そ
れ
は
永
久
的
な
所
有

地
Z
し
て
い
Y

は
な
〈
、
小
作
契
約
の
下
に
交
付
す
ぺ
き
で
あ
る
芭
。

-
次
に
一
入
六
九
年
に
困
際
努
働
協
曾
の
代
表
者
等
は
バ
|
ぜ
U
Y

に
集
曾
を
催

L
た
が
、
こ
の
協
議
曾
は
農
政
問

題
に
謝
す
る
閥
際
労
働
協
曾
の
態
度
を
一
不
す
日
』
ご
に
闘
し
て
は
、
従
来
の
何
れ
の
集
曾
よ
b
も
意
味
深
き
も
の
で

あ
っ
た
o

そ
れ
は
其
の
決
議

ω内
容
に
於

τ然
り
し
よ
り
も
外
部
に
謝
す
る
影
響
に
於
て
き
う
で
あ
っ
た
。
此

ω

協
議
曾
に
於
て
は
又
分
司
自
唱
。
の
提
案
仁
か
、
る
プ
リ
ユ
ツ
一
市
hwa曾
議
の
決
議
事
項
が
問
題
仁
せ
ら
れ
た
の
ど

が
、
問
題
は
委
員
食
に
附
托
ぜ
ら
れ
、
委
員
曾
は
土
地
に
謝
す
る
私
的
所
有
制
を
厳
止
す
る
こ
さ
は
法
律
上
許
さ

る
べ
き
ニ
芭
で
叉
必
要
な
こ
ご
に
古
い
ふ
怠
鬼
に
一
致
し
た
。
勝
来
の
農
業
岬
粧
品
Hee
如
何
に
す
べ
き
か
に
つ
い
て

は
意
見

ω
一
致
を
見
る
を
得
な
か
っ
た
。
多
数
一
以
の
意
見
で
は
晶
輔
の
プ
ソ
ユ
ツ
セ
U
Y

の
決
議
以
上
に
出
で
共
同
的

組
合
の
小
作
に
委
ね
る
の
で
な
く
会
共
凶
憧
自
身
が
農
業
を
経
笹
す
ぺ
き
に
ご
し
た
o

そ
の
理
由
は
共
同
組
合
に

小
作
志
す
分
で
は
地
代
の
後
生
ご
い
ふ
現
象
を
除
去
す
る
こ
正
も
由
来
宇
、
叉
結
局
は
小
作
が
化
し
て
私
有
制
ご

な
る
恐
が
ゐ
る
か
ら
ご
い
ふ
こ
E
で
ゐ
っ
た
。
然
る
に
少
数
振
の
見
る
所
は
)
前
年
の
決
議
よ
ち
も
夏
に
一
歩
を

返
さ
、
融
曾
は
土
地
を
は
佃
命
的
一
農
民
若
く
は
農
業
共
同
固
惜
仁
地
代
を
支
掛
け
枯
し
め
て
交
付
す
べ
き
も
の
だ
E

し
た
。

諭

1注

第
二
十
五
巻

七

O 
五

第
六
時
制

枇
令
議
内
一
鹿
島
独
得
連
動

David， a. a. O. S. 24 
Cohllstac:dトa..a. O. S. 87 fg， 
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論

議

O 
J、

銘
六
枕

批
官
謡
曲
農
民
獲
得
迩
勤

第
二
十
五
巷

一λ

協
議
曾
の
決
議
ご
し
て
は
、
刑
曾
は
土
地
め
忍
有
制
皮
を
廠
止

L
こ
れ
を
A
A
h

同
所
有
に
後
十
品
村
能
を
有
す
る

こ
正
、
、
か
、
も
改
革
は
必
然
的
な
も
の
に
己
見
る
こ
ど
、
を
柏
町
別
す
る
こ
ピ
に
な
っ
わ
い
。
を

L
t
協
議
曾
は
こ

の
共
同
所
有
制
の
原
則
を
承
認
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
各
分
曾
に
謝
し
て
ニ
の
共
同
所
有
制
を
質
現
す
べ
き
通

蛍
な
賞
際
手
段
を
論
究
す
ペ
き
こ
ピ
を
希
同
試
す
る
旨
を
併
ゼ
決
議
し
た
。

某
後
二
年
じ
し
1
メ
倫
政
仁
協
議
曾
が
閃
か
れ
托
が
、
此
山
品
川
H

土
地

ω所
有
制
や
農
業
献
借
方
法
に
附
L
τ
議

論
を
戦
は
す
こ
ご
な
(
、
農
民
を
し

τ工
業
無
席
者
的
運
動
に
結
合
せ
し
む
べ
き
辿
府
間
的
手
段
に
闘
す
る
訓
査
を

遂
げ
こ
れ
を
次
回

ω
曾
合
仁
一
於
て
報
告
す
べ
員
廿
を
剛
際
的
労
倒
協
曾
に
委
託
す
る
こ
ど
に

L
た
。
此
劫
は
刷
命
H

議

の
農
民
獲
得
運
動
を
講
究
す
る
に
就

ν
て
は
大
-L
注
け
す
べ
き
所
た
る
を
犬
は
な
い
。
益
し
従
来
は
主
正
し
て
枇

曾
諜
己
し

τの
農
政
見
地
を
確
定
す
る
こ
ピ
に
力
が
注
が
れ
た
の
に
、
今
や
そ
の
こ
正
よ
h
も
準
ん
で
農
民
ご
産

業
無
産
階
級
ピ
の
共
同
運
動
を
貨
現
せ
ん
潟
め
に
、
換
↑
一
員
す
れ
ば
枇
曾
識
が
農
民
合
獲
得
し
1
自
己
り
共
同
戦
線

内
の
人
た
ら
し
め
ん
が
潟
め
に
、
北
(
手
段
方
法
を
誹
す
る
ヰ
い
ム
所
ま
で
進
ん
で
来
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
農

民
を
獲
得
す
る
ご
い
ふ
こ
己
を
水
位
に
し

τ物
ル
槻
る
場
〈
口
に
は
、
農
政
に
劃
す
る
根
本
見
地
も
場
合
l
依
っ
て

は
こ
れ
を
盤
夏
す
る
必
要
が
生
じ
る
ピ
ら
う
し
、
少
〈
古
も
之
を
緩
和
す
る
必
要
が
生
じ
る
か
も
知
的
い
臥
ご
い
ふ

ニ
ピ
は
致
想

L
な
れ
れ
ば
な
ら
な
い
所
に
か
ら
で
あ
る
。

芭
も
か
〈
此
協
一
様
曾
に
於

τμ
農
政
に
闘
す
る
瑚
諭
上

の
討
論
を
止
め
て
、
農
民
自
身
仁
向
っ
て
働
き
か
け
る
こ
正
に
し
た
貼
か
一
新
傾
向
を
示
す
も
的
ピ
見
ら
れ
ね
ば

M・.'ー



な
ら
ぬ
。
そ
し
て
そ
れ
は
議
に
プ
ラ
ッ
セ
ル
の
曾
合

ω際
代
表
者
の
或
者
が
、
農
業
問
題
に
閲
す
る
終
局
的
な
決

定
を
錯
す
一
】
ご
は
農
民
自
身
が
・
』
的
協
議
曾
に
代
表
者
を
迂
る
や
う
に
な
る
迄
待
た
な
り
れ
ば
な
ら
泊
ご
進
言
〔

た
所
に
基
く
次
第
で
、
大
い
に
注
目
に
依
す
る
。

猶
ほ
注
意
す
4

き
こ
己
は
、

プ
タ
ユ
ツ
セ
ル
の
大
向
日
以
来
獅
渇

ω枇
品
目
主
義
者
ゆ
人
々
の
見
る
所
正
、
仲
陥
商

の
一
枇
品
目
主
義
者
内
見
る
所
ご
が
相
反
し
て
居
る
守
」
ご
で
め
る
。
こ
れ
は
常
時
前
川
凶
的
賀
際
的
事
情
的
相
法
に
困
る

所
-
多
大
な
b
ご
せ
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。
常
時
削
問
地
は
慨
に
大
い
に
工
業
閥
化
せ
ん
ピ
す
る
仰
向
が
進
ん
で
応
1
、

工
業
労
働
者

ωみ
を
結
合
す
る
こ
ご
仁
依

τも
大
い
な
る
勢
力
を
得
る
見
込
が
め
h
J
、
議
伐
に
於

τ多
〈
り
議
出

を
占
め
る
見
込
も
ゐ
っ
た
か
ら
、
-
(
則
合
主
義
謎
勤
は
去
正
し
工
工
業
M

労
働
迩
勘
ピ
し
て
行
は
れ
、
工
業
労
働
者

を
以
工
成
れ
る
無
姥
階
級
の
カ
が
段
も
重
き
を
潟

L
、
従
て
北
(
迩
動
的
進
路
色
マ
ル
ク
ス
主
義
に
依
て
ふ
掛
か
れ
る

h

ザ
」
辿
静
岡
正
し
た
o

然
る
に
仰
闘
両
は
償
問
ま
だ
工
業
的
な
後
述
が
十
一
分
「
じ
な
〈
て
、
農
業
闘
た
る
而
日
を
多
分
に

備
へ

τ居
た
の
に
か
ら
、
同
じ
枇
一
行
主
義
で
も
止
(
の
運
動
が
封
際
勢
力
を
占
め
ん
た
め
に
は
工
業
上
り
貨
仰
帥
労
働

者
以
外
に
ど
う

L
て
も
農
業
者
を
度
外
秘
す
る
よ
正
が
出
来
な
か
っ
た
。
農
業
労
働
者
ピ
併
せ
て
自
作
小
作
等
の

小
農
民
を
柿
へ

t
離
さ
な
い
や
う
に
す
る
こ
己
目
、
制
品
目
主
義
者
に
取
っ
て
は
運
動
の
質
際
上
是
非
必
要
な
こ
ピ

で
あ
っ
た
o

然
か
も
岡
闘
に
は
小
さ
な
自
作
農
民
や
分
盆
小
作
人
其
他
的
小
苫
な
小
作
人
が
農
民
中
の
大
部
分
を

占
め
て
居
hJ
、
そ
の
小
自
作
農
民

ω心
を
得
る
ご
否
ピ
は
、
刑
曾
主
義
運
動
上
め
質
勢
力
み
消
長
じ
は
大
い
に
影

Z面

議

一
位
合
誌
の
農
民
法
得
出
動

第
二
十
五
巻

。
じ

第
京
税

JL 
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司市

枇
合
舗
の
農
民
獲
得
越
動

第
二
十
五
巻

O 

O 
λ 

第
六
腕

叢

響
す
る
所
な
き
を
得
な
か
っ
た
の
で
ゐ
る
。

き
れ
ば
同
国
の
札
曾
主
義
者
は
プ

U
F
l
v
-一
ズ
ム
に
嫁
b
、
プ
ラ
ッ

セ
戸
大
曾
の
決
議
に
射
し
て
も
反
帆
到
の
票
を
投
暗
ゴ
る
を
得
な
か
っ
た
。
業
後
仰
蘭
西
に
も
7

y
ク
ス
主
義
は
浸

漸
し
た
け
れ
ど
、
異
り
7

W

キ

V

ズ
ム
は
同
困
で
は
ご
か
〈
十
分
な
る
成
育
を
遂
げ
雛
き
有
様
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
叉
進
ん
で
事
貨
の
概
過
を
窺
ふ
仁
、

m
判
逸
じ
於
川
町
る
枇
曾
主
義
的
傾
向
は
、

そ
の
問
に
大
い
な
る
後
日
出

を
遂
げ
ア
イ
ゼ
ナ
ッ

ρ

の
大
曾
に
於
て
は
耐
曾
民
主
的
労
働
識
が
組
織
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
其
曾
合
の

際
農
民
に
封
す
る
・
宣
言
書
の
作
製
せ
ら
る
。
へ
き
決
議

ω潟
さ
れ
た
こ
E
は
、
注
意
金
要
す
る
腕
で
ゐ
る
。
そ
の
決

議
に
基
い
て
回
日

r
2
2
Pロ

『
)

記。
r
q耳
目
ロ
仏
巾
門

(Z4r弓
町
内
ロ
)

古
口
m
t
r
ロ
m
n
r
H
(山
口
戸
内
門
司
自
問
)

ご
に
依
っ
て

宣
言
者
は
作
ら
れ
る
一
』
ご
に
な
り
、

イ
ツ
カ

1
之
を
作
製
し
た
が
、

そ
れ
は
時
の
濁
逸
的
資
蚊
じ
合
致
し
な
い
も

の
ご
見
ら
れ
、

枇
曾
民
主
認
か
ら
は
後
表
せ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

バ

l
r
p
曾
合

ω行
は
れ
た
数
ヶ
月
の
後
閥
際

品
労
働
協
曾
の
獅
逸
中
央
委
員
品
目
に
依
て
後
表
せ
ら
れ
た
。

こ
の
ゼ
ヰ
グ
ァ

ω宣
言
乱
な
る
も
の
は
農
村
に
於
け
る
あ
ら
ゆ
る
勤
附
究
者
に
呼
か
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

其
文
言
に
よ
れ
ば
、
諸
活
は
小
所
有
者
で
あ
ら
う
ど
白
作
的
な
濁
立
第
働
者
で
ゐ
ら
う
ご
又
は
他
人
に
雇
は
れ
た

る
賃
備
労
働
者
で
ゐ
ら
う

t
・
諸
活
は
皆
一
様
に
大
地
主
制
己
資
本
ご
の
役
献
花
る
に
過
吉
な
い
o

然
か
も
牧
場

や
厩
舎
に
在
る
他

ω役
畜
よ
り
も
保
護
せ
ら
れ
た
る
一
】
ご
の
薄
〈
叉
養
は
れ
る
こ
ご
の
少
き
も
の
で
あ
る
ご
い
ふ

風
に
書
か
れ
て
ゐ
っ
た
。
そ
し
て
同
宣
言
蓄
は
統
計
的
な
数
字
を
掲
げ
て
農
民
が
到
る
所
に
於
て
波
落
に
瀕
し
て
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居
る
こ
子
笠
不
し
、
鱒
じ
て
資
本
的
な
る
大
規
模
経
替
の
優
越
を
越
べ
、
小
農
U

民
的
な
経
笹
は
資
本
の
全
能
的
な

カ
己
科
事
め
影
響
正
事
寅
の
経
過
E
枇
曾
全
般
の
利
益

Zω
矯
め
仁
、
取
返
し
の
つ
か
嗣
ゃ
う
じ
何
山
憐
み
も
な

く
漸
次
的
な
死
叫
酬
の
宣
告
を
奥
へ
ら
れ
て
居
る
も
の
ご
し
た
。
き
れ
ば
今
若
l
農
民
諸
有
に
し
て
総
べ
て
の
者
の

幅一肱

ω錦
め
に
任
意
的
に
自
ら
進
ん
で
所
有
を
投
げ
出
す
で
あ
ら
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
最
上
々
の
こ
ご
で
ゐ
る
正

告
げ
た
。
そ
し
て
最
後
に
農
民
は
自
由
な
る
国
民
的
闘
中
識
を
建
設
せ
ん
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
闘
々
の
都
市
の
労
働
者

ピ
結
合
す
べ
き
マ
』
ピ
を
勧
め
化
の
で
あ
る
o

こ
の
宣
言
書
は
マ
U
Y

ク
ネ
主
義
的
な
見
地
か
ら
農
業
仁
謝
す
る
態
度
を
宣
明
し
た
も
の
E
し
て
は
貨
に
典
型
的

な
も
の
ご
見
て
よ
い
で
あ
ら
う
o

そ
れ
は
小
農
民
的
な
経
済
を
竿
ば
波
落
せ
る
も
の
ご
宣
告
す
る
こ
正
に
於
て
典

型
的
で
あ
る
し
、
ま
た
其
筏
落

ω質
蚊
台
数
・
乎
の
上
で
質
越
せ
ん
E
し
た
こ
ピ
も
特
色
を
示
す
も
の
で
め
っ
花
。

そ
し
て
特
に
最
も
面
白
い
の
は
宣
言
書
が
小
所
有
農
民
に
高
人
の
利
盆
の
絡
に
自
費
的
に
共
所
有
地
を
弛
げ
出
さ

ん
こ
子
伊
』
糊
告
せ
る
貼
で
ゐ
る
。
常
時
の
枇
曾
主
義
者
諮
が
如
何
に
農
民
問
題
に
謝
L
て
単
純
な
考
を
持
て
居
た

か
い
よ
(
窺
は
れ
る
o

恐
ら
(
は
彼
等
が
農
業
及
農
民
な
る
も
の
に
謝
L
て
有
っ
て
居
た
智
識
は
マ
W

ク
ス
資
本

論
の
第
一
審
ご
エ
ツ
カ
"
ノ
ク
且
の
小
冊
子
芭
の
外
に
出
で
な
か
っ
た
ら
う
ご
雪
は
れ
て
居
る
。

こ
の
宣
言
は
瑞
函
で
曲
さ
れ
た
り
れ
ど
も
、
賞
は
濁
逸

ω農
民
特
仁
西
尚
部
地
方
の
小
農
民
に
向
っ
て
後
せ
ら

れ
た
も
の
な
る
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
1
0

そ
し

τ其
の
結
果
は
想
像
に
雛
か
ら
.3
る
所
で
あ
る
。
郎
ち
斯
か
る
宣
言

論

議

第
六
都

枇
合
第
白
農
民
獲
得
運
動

第
二
十
瓦
轡

O 
1L 
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言詣

議

枇
官
講
の
農
民
獲
得
迅
瑚

第
一
一
十
五
巻

O 

第
六
就

は
、
農
民
を
獲
得
せ
ん
が
錦
に
は
妨
に
こ
ぞ
な
れ
決
し
て
農
民

ω心
を
捕
ふ
る
所
以
で
な
い
。
農
民
に
取
っ
て
は

土
地
の
所
有
を
獲
ん
ニ
正
、
之
を
失
は
ぎ
ら
ん
こ
正
、
は
、
最
も
大
事
な
問
題
で
ゐ
っ
て
、
調
は
い
Y

北
(
逆
鱗
で
あ

る
。
枇
曾
識
に
し
て
荷
も
ニ
れ
に
胸
る
れ
ば
農
民
の
怒
を
貝
は
な

ν
で
は
止
ま
れ
な
い
ー
の
は
明
か
な
事
賞
‘
で
あ

る
o

き
れ
ば
枇
曾
銀

ω由
民
政
方
針
正
し
一
1
飽
迄
ゐ
ら
ゆ
る
土
地
山
私
布
制
を
廊
止
せ
ん
ご
な
ら
ば
、
北
(
政
納
骨
掲

げ
る
は
闘
よ

h
差
支
な
い
よ

z
rが
、
そ
の
資
視
の
焼
に
は
小
農
民
を
般
に
ま
は
し
て
も
之
を
押
切
っ
て
力
で
以

て
賞
行
す
る
鐙
悟
が
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
。
然
る
に
今
め
ら
ゆ
る
農
地
の
国
有
制
を
楳
粉
し
乍
ら
然
か
も
理
を
説
い

-
小
農
民
に
自
殺
的
な
る
所
有
地
地
棄
を
湖
め
る
ご
い
ふ
は
、
農
民
を
理
解
せ
YC
る
の
甚
し
き
も
の
で
却
は
ね
ば

な
ら
ぬ
。

き
れ
ば
こ
そ
刑
命
日
主
義
者
中
の
7

Y

キ

V

A

ト
己
し
て
共
代
表
的

ω
見
地
を
執
っ
て
居
る
者
で
も
、
少

L
〈
農
民
の
質
獄
正
北
(
心
理
ピ
を
川
出
府
し
て
属
品
者
は
、
前
に
も
一
不

L
た
ゃ
う
仁
、
閥
有
じ
す
る
は
大
農
地

rけ

で
ゐ
っ
て
、
自
作
的
な
小
農
地
は
其
私
有
制
を
認
め
て
之
れ
を
維
持
L
、
た
hv
其
上
に
行
は
れ
る
農
業
経
倍
を
ば

共
同
組
合
化
せ
ん
ご
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ

ω情
理
か
ら
し
℃
之
を
み
れ
ば
、
所
前
ピ
ヰ
グ
ア
の
宣
言

者
な
る
も
り
が
大
吉
な
見
常
惑
を
演
じ
た
ご
い
は
れ
る
は
.
致
方
の
無
い
所
で
あ
ら
う
o
(
未
完
)

"・ 4


